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安
然
に
お
け
る
六
即
と
即
身
成
仏

亀　

山　

隆　

彦

一　

序　
　

論

　

本
稿
で
は
、
数
あ
る
安
然
（
八
四
一
～
没
年
未
詳
）
の
著
作
の
中
で
も
『
即
身
成
仏
義
私
記
』（
以
下
、『
私
記
』）
と
『
胎
蔵
金
剛
菩
提
心
義
略
問
答
鈔
』（
以
下
、

『
菩
提
心
義
抄
』）
に
着
目
し
、
二
十
代
後
半
か
ら
四
十
代
に
か
け
て
、
そ
の
即
身
成
仏
が
い
か
に
展
開
し
た
か
考
察
を
試
み
る
。

　

安
然
の
即
身
成
仏
と
い
う
と
、
清
水
谷
恭
順
氏
以
下
、
浅
井
円
道
氏
、
木
内
堯
央
氏
、
池
山
一
切
円
氏
、
兼
子
鉄
秀
氏
、
三
崎
良
周
氏
、
大
久
保
良
峻
氏
、
土
倉
宏
氏

等
、
少
な
く
な
い
数
の
論
考
が
発
表
済
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
先
行
研
究
を
通
じ
て
安
然
の
教
説
の
構
造
、
先
行
す
る
最
澄
や
円
仁
の
主
張
と
の
関
連
も
、
お
お
よ
そ
解
明

さ
れ
た
。
た
だ
、
そ
れ
で
問
題
が
す
べ
て
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
前
述
の
論
考
で
は
『
私
記
』
か
『
菩
提
心
義
抄
』、
つ
ま
り
安
然
の
前
期
か
後
期
の
何
れ
か
で

主
張
さ
れ
た
即
身
成
仏
の
個
別
的
な
分
析
が
主
で
、
そ
の
二
十
代
後
半
か
ら
四
十
代
、
つ
ま
り
前
期
か
ら
後
期
に
向
け
て
の
展
開
と
い
う
視
点
に
関
し
て
は
、
末
木
文
美

士
氏
と
宮
崎
京
子
氏
以
外
に
ま
と
ま
っ
た
考
察
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
れ
故
、
安
然
の
即
身
成
仏
に
つ
い
て
、
あ
る
重
大
な
事
実
が
未
解
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
述
の
前
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
『
私
記
』
で
い
う
と
こ
ろ
の

「
教
」
だ
け
で
な
く
「
観
」
の
面
で
も
、
安
然
の
即
身
成
仏
は
重
大
な
展
開
を
遂
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

冒
頭
の
記
述
か
ら
『
私
記
』
は
、
所
謂
『
法
華
経
』
の
龍
女
成
仏
を
主
題
に
「
教
」
の
面
か
ら
即
身
成
仏
を
議
論
す
る
前
半
部
、
お
よ
び
『
摩
訶
止
観
』
等
に
立
脚
し

て
「
観
」、
つ
ま
り
そ
の
実
践
を
考
え
る
後
半
部
に
大
別
さ
れ
る
。
池
山
氏
を
踏
ま
え
て
少
し
詳
し
く
解
説
し
て
お
く
と
、
前
半
＝
「
教
」
で
は
、
主
と
し
て
「
法
華
経

妙
解
の
教
の
面
」
か
ら
即
身
成
仏
が
論
述
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
最
澄
『
法
華
秀
句
』「
第
八
即
身
成
仏
化
道
勝
」
の
議
論
を
出
発
点
に
、
天
台
円
教
の
即
身
成
仏
に

関
す
る
計
四
十
五
の
問
答
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
（
（
（

。
続
い
て
後
半
＝
「
観
」
で
は
、
計
十
九
の
問
答
を
通
じ
て
「
円
頓
止
観
に
よ
る
即
身
成
仏
」
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
の
議

安
然
に
お
け
る
六
即
と
即
身
成
仏

一
二
三



論
の
中
心
は
「
六
即
（
理
即
、
名
字
即
、
観
行
即
、
相
似
即
、
分
真
即
、
究
竟
即
）
全
て
が
止
観
で
あ
り
、
菩
提
で
あ
り
、
成
仏
で
あ
る
」
と
い
う
「
六
即
成
仏
」
で
あ

る
（
（
（

。

　

以
上
の
「
教
」
と
「
観
」
の
中
で
も
、
前
者
＝
即
身
成
仏
の
「
教
」
が
『
菩
提
心
義
抄
』
巻
一
で
検
討
さ
れ
「
一
生
成
仏
」
と
「
凡
夫
即
身
成
仏
」
の
二
種
の
即
身
成

仏
へ
展
開
す
る
こ
と
は
、
先
行
研
究
で
も
検
討
済
み
で
あ
る
。
一
方
、
後
者
＝
即
身
成
仏
の
「
観
」
が
ど
う
な
っ
た
か
と
い
う
と
『
普
通
授
菩
薩
戒
広
釈
』
に
「
円
乗
戒

証
受
戒
之
日
、
即
身
六
即
成
仏
」
と
記
さ
れ
る
等
、
先
述
の
『
私
記
』
以
降
も
議
論
が
継
続
さ
れ
た
こ
と
が
、
宮
崎
氏
等
に
よ
り
指
摘
さ
れ
る
（
（
（

。
た
だ
そ
の
六
即
成
仏
が

『
私
記
』
の
内
容
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
「
教
」
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
た
か
ど
う
か
は
考
察
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

そ
こ
で
『
菩
提
心
義
抄
』
の
内
容
を
改
め
て
検
討
す
る
と
、
巻
一
で
は
な
く
巻
四
に
六
即
成
仏
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
記
述
が
確
認
さ
れ
、
そ
こ
で
同
成
仏
は
『
私

記
』
に
は
な
か
っ
た
新
た
な
概
念
と
結
び
つ
き
、
独
自
の
展
開
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
そ
の
展
開
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
、
次
に
引
用
す
る
末
木
氏
の

言
葉
と
の
対
比
で
解
説
で
き
る
。

　

こ
こ
で
理
即
が
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
理
論
的
に
言
え
ば
、
理
即
成
仏
が
言
わ
れ
て
も
よ
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
除
外
さ
れ
る
の
は
即

身
成
仏
が
あ
く
ま
で
実
践
の
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
理
即
に
お
い
て
は
、「
理
」
と
し
て
の
仏
性
の
内
在
性
は
認
め
ら
れ
て
も
、
そ
れ
は
現
実
に
実
現
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
。
理
即
に
お
け
る
即
身
成
仏
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
修
行
そ
の
も
の
が
不
必
要
な
こ
と
に
な
ろ
う
。
安
然
に
お
い
て
は
全
体
的
に
本
覚
思
想
へ
の
傾
向

が
一
気
に
強
ま
る
の
で
あ
る
が
、
本
書
の
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
本
覚
思
想
の
修
行
否
定
論
に
は
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
て
い
る
（
（
（

。

　
『
私
記
』
に
お
け
る
即
身
成
仏
の
「
観
」、
そ
の
中
の
六
即
成
仏
の
特
質
に
つ
い
て
右
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
菩
提
心
義
抄
』
の
六
即
成
仏
で
は
、

第
一
に
「「
理
」
と
し
て
の
仏
性
の
内
在
性
」
を
越
え
た
「
理
即
に
お
け
る
即
身
成
仏
」
が
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
主
張
に
あ
た
っ
て
『
蓮
華
三
昧

経
』
の
本
覚
讃
や
金
剛
界
曼
荼
羅
を
構
成
す
る
三
十
七
尊
の
よ
う
な
密
教
的
要
素
に
加
え
て
、
同
じ
く
安
然
の
『
真
言
宗
教
時
義
』（
以
下
、『
教
時
問
答
』）
に
説
か
れ

る
四
一
教
判
の
核
と
な
る
「
一
心
一
心
識
」
や
「
一
切
一
心
識
」
の
よ
う
な
心
識
概
念
も
登
場
す
る
。

　

あ
る
い
は
、
こ
の
よ
う
に
見
た
時
『
菩
提
心
義
抄
』
巻
四
の
六
即
成
仏
は
、
安
然
後
期
の
代
表
的
思
想
と
も
考
え
ら
れ
る
四
一
教
判
、
ま
た
『
菩
提
心
義
抄
』
巻
二
で

安
然
に
お
け
る
六
即
と
即
身
成
仏

一
二
四



議
論
さ
れ
る
「
草
木
自
成
仏
説
」
と
も
、
構
成
要
素
の
点
で
非
常
に
近
い
位
置
に
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
ま
さ
に
そ
の
安
然
の
後
期
の
思
想
の
展
開
を
意

識
し
つ
つ
『
菩
提
心
義
抄
』
で
議
論
さ
れ
る
六
即
成
仏
の
特
質
に
つ
い
て
、
分
析
を
進
め
る
。

　

安
然
の
即
身
成
仏
の
展
開
に
つ
い
て
、
宮
崎
氏
は
「
若
い
時
代
に
著
し
た
『
即
身
成
仏
義
私
記
』
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
す
る
（
（
（

。
確
か
に
『
私
記
』

で
示
さ
れ
た
即
身
成
仏
の
「
教
」
と
「
観
」
の
構
造
が
そ
の
後
も
維
持
さ
れ
、
諸
著
作
で
六
即
成
仏
に
繰
り
返
し
言
及
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
宮
崎
氏
の
指
摘
は
正
し

い
。
た
だ
同
じ
「
教
」
や
「
観
」、
六
即
成
仏
と
い
え
ど
も
、
そ
の
内
実
は
大
き
く
異
な
る
。
本
稿
で
は
以
下
の
構
成
で
、
そ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
こ
の
序
論

に
続
く
第
二
章
で
『
私
記
』
の
六
即
成
仏
が
い
か
な
る
も
の
か
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
第
三
章
で
『
菩
提
心
義
抄
』
の
六
即
成
仏
を
検
討
し
『
私
記
』
の
そ
れ

と
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
。

二　
『
私
記
』
に
み
る
六
即
と
即
身
成
仏

1　
『
私
記
』
の
成
立
時
期
と
梗
概

　

詳
し
い
検
討
の
前
に
『
私
記
』
の
成
立
時
期
を
改
め
て
確
認
し
て
お
く
と
、
先
ず
注
意
す
べ
き
は
、
末
尾
に
付
さ
れ
た
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
六
月
の
法
華
会
に
関
す

る
記
事
で
あ
る
。
こ
の
中
で
安
然
は
、
師
で
あ
る
円
仁
を
「
大
師
」
と
呼
ん
で
い
る
（
（
（

。
浅
井
氏
を
筆
頭
に
様
々
な
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
円
仁
に
「
慈
覚
大

師
」
の
諡
号
が
贈
ら
れ
る
の
は
、
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
七
月
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
『
私
記
』
の
成
立
は
、
早
く
と
も
八
六
六
年
以
後
と
先
ず
推
測
で
き
る
（
（
（

。

　

同
じ
く
末
尾
の
記
事
で
は
円
仁
が
、
貞
観
五
年
の
法
華
会
で
起
き
た
即
身
成
仏
の
論
争
を
受
け
て
、
そ
れ
に
関
す
る
講
義
を
定
期
的
に
開
催
し
た
と
も
記
し
て
い
る
（
（
（

。

そ
の
円
仁
に
独
自
の
主
張
が
『
私
記
』
の
本
編
に
も
頻
繁
に
登
場
す
る
こ
と
も
考
え
る
と
、
同
じ
く
浅
井
氏
や
池
山
氏
が
示
唆
す
る
通
り
、
講
義
と
『
私
記
』
の
内
容
は

深
く
関
係
し
て
お
り
、
前
者
が
後
者
の
元
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
（
（
（

。
だ
と
す
る
と
、
そ
の
執
筆
の
時
期
も
、
円
仁
が
没
す
る
八
六
四
年
か
ら
そ
う
離
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
以
上
の
事
実
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
も
『
私
記
』
の
成
立
時
期
は
八
六
七
～
八
年
頃
、
安
然
が
二
十
六
～
七
歳
頃
の
著
作
と
理
解
し
て
お
く
。

　

次
に
そ
の
梗
概
だ
が
、
次
章
で
取
り
上
げ
る
『
菩
提
心
義
抄
』
と
は
異
な
り
、
安
然
『
私
記
』
に
は
は
っ
き
り
と
し
た
章
立
て
は
存
在
し
な
い
。
た
だ
池
山
氏
と
末
木

氏
を
筆
頭
に
、
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
で
推
定
さ
れ
る
通
り
、
本
書
は
内
容
か
ら
大
き
く
前
後
に
二
分
で
き
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
に
引
用
す
る
序
文
中
に
も
分

か
り
や
す
く
示
さ
れ
て
い
る
。

安
然
に
お
け
る
六
即
と
即
身
成
仏

一
二
五
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序
文
に
よ
る
と
『
法
華
経
』
は
、
一
切
如
来
の
玄
妙
な
る
「
因
果
」
で
、
智
顗
（
五
三
八
～
五
九
八
）『
摩
訶
止
観
』
は
、
一
切
菩
薩
の
「
速
疾
之
径
路
」
で
あ
る
。

前
者
の
『
法
華
経
』
に
明
か
さ
れ
る
乗
り
物
に
乗
れ
ば
「
白
牛
」
に
運
ば
れ
て
さ
と
り
の
場
ま
で
一
直
線
で
あ
り
、
後
者
の
『
摩
訶
止
観
』
が
説
く
止
観
を
観
ず
れ
ば
、

神
通
力
で
即
座
に
「
宝
処
」
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
『
法
華
経
』
と
『
摩
訶
止
観
』
の
力
に
よ
っ
て
、
わ
ず
か
八
歳
の
「
龍
女
」
も
「
三
生
之
弟
子
」
も
速
や

か
に
さ
と
り
を
得
る
。
今
の
身
を
捨
て
ず
新
た
な
身
を
受
け
ず
、
そ
の
身
そ
の
ま
ま
に
成
仏
す
る
。
つ
ま
り
即
身
成
仏
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

引
き
続
き
序
文
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
も
述
べ
る
。
第
一
に
「
弟
子
」（
＝
安
然
）
は
、
正
し
く
経
典
を
弘
め
る
「
師
」
に
出
会
い
、
そ
の
「
即
身
成
仏
之
道
」
を
直

接
聞
い
て
教
え
の
通
り
に
学
ん
だ
。
そ
の
上
で
「
甘
露
」
の
よ
う
な
教
え
の
味
を
さ
ら
に
知
り
た
い
と
思
い
「
醍
醐
」
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
経
論
の
文
を
集
め
、
即
身

成
仏
の
「
教
」
と
「
観
」
を
並
行
し
て
論
じ
、
そ
の
「
違
」
と
「
順
」
を
互
い
に
会
通
し
た
。
こ
の
内
容
を
聞
き
、
考
え
修
行
し
た
も
の
が
「
六
即
是
之
仏
」
を
達
成
す

る
こ
と
を
強
く
願
う
、
と
主
張
さ
れ
る
。

　

詳
し
い
内
容
を
い
え
ば
『
私
記
』
は
、
計
六
十
八
の
問
答
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
序
文
で
示
唆
さ
れ
る
通
り
、
そ
の
前
半
の
第
三
～
四
十
五
問
答
で
は
『
法
華
経
』
に
基

づ
く
即
身
成
仏
の
是
非
、
例
え
ば
「
龍
女
成
仏
」
の
解
釈
が
詳
論
さ
れ
る
。
一
方
、
後
半
の
第
四
十
六
～
六
十
四
の
問
答
で
は
『
摩
訶
止
観
』
に
説
か
れ
る
実
践
、
例
え

ば
止
観
や
六
即
を
取
り
上
げ
、
即
身
成
仏
か
ら
見
た
意
義
が
明
か
さ
れ
る
（
（1
（

。
同
じ
く
序
文
で
は
『
法
華
経
』
を
中
心
と
す
る
教
理
問
答
を
指
し
て
「
教
」、
ま
た
『
摩
訶

止
観
』
を
中
心
と
す
る
実
践
・
修
行
論
を
「
観
」
と
呼
ぶ
。
先
に
詳
し
く
述
べ
た
通
り
、
こ
の
二
者
の
中
の
「
観
」
が
本
稿
の
主
題
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
詳
し
く
い
え
ば
、
そ
の
「
観
」
の
中
の
六
即
成
仏
に
つ
い
て
議
論
す
る
が
、
右
の
『
私
記
』
の
序
文
を
見
る
と
「
観
」
と
「
教
」
を
共
に
収
め
た
修
行
者
の
到

達
点
が
「
六
即
是
之
仏
」、
つ
ま
り
六
即
成
仏
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
先
行
研
究
で
も
十
分
に
議
論
さ
れ
て
い
な
い
が
、
六
即
成
仏
は
『
私
記
』
が
規
定
す
る
「
観
」
の

領
域
を
越
え
、
安
然
の
即
身
成
仏
に
と
っ
て
中
核
と
な
る
概
念
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
こ
ま
で
議
論
を
進
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
次
節
で
は
こ
の
六
即
成
仏

安
然
に
お
け
る
六
即
と
即
身
成
仏

一
二
六



に
関
す
る
『
私
記
』
の
主
張
が
い
か
な
る
も
の
か
、
具
体
的
な
記
述
に
沿
っ
て
確
認
す
る
。

2　
『
私
記
』
に
み
る
六
即
と
即
身
成
仏

　

以
下
『
私
記
』
に
お
け
る
六
即
成
仏
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
る
。
最
初
に
注
目
す
べ
き
は
、
本
書
の
第
四
十
八
問
答
で
あ
る
。
先
行
す
る
第
四
十
六
・
七
問
答
で
止

観
に
よ
る
即
身
成
仏
の
可
否
を
論
じ
、
さ
ら
に
そ
の
証
文
を
確
認
し
た
後
（
（1
（

、
第
四
十
八
問
答
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

問フ

、
位ニ

既ニ

有リ
レ
六
、
止
観ノ

方ハ

六ナ
ル

耶
。
答フ

、
理ハ

雖モ
二
不
同ト
一
而
猶
是
理
性
止
観
、
名
字
、
観
行
、
随
聞
随
観シ

、
乃
至
究
竟
皆
名ツ
二ク

止
観ト
一。
即チ

如シ
レ
所ノ
レ
問フ

。
（
（1
（

　

即
身
成
仏
の
実
践
と
さ
れ
る
止
観
と
六
即
の
関
係
に
関
す
る
問
答
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
六
即
は
天
台
円
教
の
立
場
か
ら
主
張
さ
れ
る
、
さ
と
り
に
到
達
す
る
ま
で

の
六
種
の
階
梯
の
こ
と
で
、
①
理
即
、
②
名
字
即
、
③
観
行
即
、
④
相
似
即
、
⑤
分
証
即
（
分
真
即
）、
⑥
究
竟
即
の
六
つ
を
指
す
。
こ
の
先
の
記
述
と
も
深
く
関
わ
る

の
で
、
六
即
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
も
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
理
即
は
、
衆
生
が
「
理
」
と
し
て
仏
道
に
「
即
」
し
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
そ
の
一
念
の
心
が
如
来
蔵
の
理
で
あ
り
、
さ
と
り
の
智
を
具
え
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

②
名
字
即
は
、
そ
の
究
極
の
理
、
仏
陀
の
真
実
の
さ
と
り
を
言
葉
で
了
解
し
、
深
く
信
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
③
観
行
即
は
、
名
字
即
の
よ
う
に
言
葉
で
理
解
す
る
だ
け
で

な
く
、
瞑
想
を
実
践
し
、
理
と
智
慧
、
心
と
言
葉
が
正
し
く
合
致
し
た
状
態
を
い
う
。
④
相
似
即
は
、
同
じ
く
瞑
想
に
習
熟
し
た
修
行
者
が
徐
々
に
さ
と
り
に
近
づ
く
こ

と
で
あ
る
。
⑤
分
証
即
は
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
修
行
で
得
た
仏
の
さ
と
り
に
相
似
し
た
智
慧
の
力
で
十
住
位
に
入
り
、
少
し
ず
つ
無
明
を
除
い
て
等
覚
に
到
達
し
、
そ

こ
か
ら
仏
の
智
慧
に
近
づ
く
こ
と
で
あ
る
。
⑥
究
竟
即
は
、
そ
の
分
証
即
も
超
え
て
妙
覚
に
入
り
、
究
極
の
さ
と
り
に
至
る
こ
と
を
い
う
（
（1
（

。

　

六
即
の
理
解
に
つ
い
て
別
角
度
か
ら
も
付
言
し
て
お
く
と
、
そ
れ
ら
は
、
一
方
で
六
つ
の
階
梯
と
し
て
段
階
的
な
修
行
の
深
ま
り
を
表
す
も
の
だ
が
、
他
方
で
一
つ
一

つ
の
階
梯
が
菩
提
、
止
観
、
如
来
と
同
一
視
さ
れ
、
修
行
が
そ
の
ま
ま
（
即
）
さ
と
り
で
あ
る
こ
と
を
示
す
教
え
で
も
あ
る
。
末
木
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
そ
れ
は
天

台
円
教
の
修
道
に
お
け
る
「
段
階
否
定
性
と
段
階
性
を
巧
妙
に
接
合
し
た
理
論
」
と
も
い
え
る
（
（1
（

。

　

以
上
の
解
説
を
踏
ま
え
て
第
四
十
八
問
答
に
戻
る
と
、
先
ず
即
身
成
仏
の
実
践
で
あ
る
止
観
に
も
同
じ
位
が
あ
る
か
と
問
わ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
根
本
の
「
理
」
は
不

安
然
に
お
け
る
六
即
と
即
身
成
仏

一
二
七



同
と
述
べ
た
上
で
、
①
理
即
（「
理
性
」）、
②
名
字
即
、
③
観
行
即
か
ら
⑥
究
竟
即
に
至
る
ま
で
の
す
べ
て
階
梯
が
止
観
と
名
付
け
ら
れ
る
と
答
え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

止
観
の
中
に
も
理
即
か
ら
究
竟
ま
で
の
六
即
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
問
答
を
踏
ま
え
て
、
続
く
第
四
十
九
問
答
で
は
、
六
即
、
止
観
、
即
身
成
仏
の

三
者
の
関
係
に
関
し
て
議
論
が
な
さ
れ
る
。
以
下
に
引
用
す
る
通
り
で
あ
る
。

問フ

、
的ニ

就テ
二
何ノ

位ニ
一
即
身
成
仏ス

ル

耶
。
答フ

、
初
後ハ

皆
是
止
観ナ

リ、
初
後ハ

皆
是
仏
也
。
但シ

理
即ト

理
仏ハ

不
レ
論セ
二
成ト

不ヲ
一。
名
字
已
去ハ

皆
得
三
名ツ

ケ
テ

為ス
ヲ二
即
身
成
仏ト
一。
故ニ

文ニ

云ク

、
理

即ト

者
（
中
略
）
是ヲ

名ツ
ク二
理
即ノ

菩
提
心ト
一。
亦
名ツ

ク二
理
即ノ

止
観ト
一
也
。
名
字
即ト

者
（
中
略
）
是ヲ

名ツ
ク二
名
字
即ノ

菩
提ト
一、
亦
名ツ

ク二
名
字
即ノ

止
観ト
一
也
。
観
行
即ト

者
止
観
明
了ニ

シ
テ

理ト

恵ト

相
応シ

、
心ト

口ト

相
応ス

ル
ハ

観
行ノ

菩
提ナ

リ

、
亦
名ツ

ク二
観
行ノ

止
観ト
一
也
。
相
似
即ト

者
（
中
略
）
是ヲ

名ツ
ク二
相
似ノ

止
観ト
一
也
。
分
真ト

者
（
中
略
）
是ヲ

名ツ
ク二
分
真ノ

菩
提ト
一。
亦
名ツ

ク二
分
真ノ

止
観ト
一

也
。
究
竟
即ト

者
（
中
略
）
是ヲ

名ツ
ク二
究
竟ノ

菩
提ト
一。
亦
名ツ

ク二
究
竟ノ

止
観ト
一
止
文
。
弘
決ニ

云ク

、
理
尚
乃チ

得
レ
名ツ

ク二ヲ

菩
提
及
以
止
観ト
一。
況ヤ

復
名
字
乃
至
究
竟ヲ

ヤ
弘
決

文

。
当ニ
レ
知ル

、
理
即ハ

則チ

理
即
是
如
来ナ

リ。
名
字
即ハ

即チ

是
如
来ナ

リ。
乃
至
究
竟
即ハ

則チ

是
如
来
也
（
後
略
（
（1
（

）。

　

理
即
か
ら
究
竟
即
ま
で
の
六
位
の
何
れ
で
即
身
成
仏
す
る
か
と
問
い
、
そ
れ
に
対
し
て
、
六
即
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
す
べ
て
止
観
で
あ
り
、
す
べ
て
成
仏
と
解
答
す

る
。
た
だ
し
、
そ
の
中
の
理
即
、
つ
ま
り
如
来
蔵
の
理
の
内
在
に
関
し
て
は
成
仏
・
不
成
仏
の
別
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
以
後
の
名
字
、
観
行
、
相
似
、
分
真
、
究

竟
の
五
つ
は
、
す
べ
て
即
身
成
仏
と
名
づ
け
ら
れ
る
、
と
も
述
べ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
主
張
の
典
拠
と
し
て
、
智
顗
『
摩
訶
止
観
』
と
湛
然
（
七
一
一
～
七
八
二
）『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
お
よ
び
『
法
華
文
句
記
』
か
ら
、
い
く
つ
か
文
が
引

用
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
理
即
か
ら
究
竟
即
ま
で
の
六
つ
は
等
し
く
菩
提
、
お
よ
び
止
観
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
六
即
の
す
べ
て
が
如
来
そ
の

も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　

さ
て
末
木
氏
は
、
こ
の
第
四
十
八
～
九
問
答
の
流
れ
の
中
で
理
即
の
即
身
成
仏
に
関
す
る
主
張
が
巧
妙
に
避
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
本
稿
の
序
論
で
引
用
し

た
文
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
（
（1
（

。
改
め
て
末
木
氏
の
主
張
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①�

『
私
記
』
に
お
い
て
即
身
成
仏
は
あ
く
ま
で
実
践
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
中
で
理
即
の
即
身
成
仏
、
つ
ま
り
「
理
」
と
し
て
如
来
蔵
や
仏
性
が
内
在
す
る
こ
と
は

安
然
に
お
け
る
六
即
と
即
身
成
仏

一
二
八



理
論
的
に
は
考
察
さ
れ
て
も
、
現
実
の
成
仏
の
可
否
と
は
関
係
な
い
。

②�

も
し
理
即
の
即
身
成
仏
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
修
行
そ
の
も
の
が
不
要
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
『
私
記
』
で
は
、
い
わ
ゆ
る
本
覚
思
想
的
な
修
行

否
定
論
に
歯
止
め
を
か
け
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

他
方
で
『
私
記
』
か
ら
数
十
年
を
経
て
執
筆
さ
れ
た
『
菩
提
心
義
抄
』
で
は
、
密
教
の
曼
荼
羅
を
含
む
新
た
な
概
念
を
大
幅
に
導
入
し
、
理
即
の
成
仏
の
充
実
が
図
ら

れ
る
。
そ
の
点
を
次
章
で
詳
し
く
検
討
し
て
い
く
。

三　
『
菩
提
心
義
抄
』
に
お
け
る
六
即
と
即
身
成
仏

1　
『
菩
提
心
義
抄
』
の
成
立
時
期
と
梗
概

　

同
じ
く
『
菩
提
心
義
抄
』
の
成
立
時
期
と
梗
概
を
本
節
で
確
認
し
て
お
く
。
先
ず
成
立
時
期
だ
が
、
こ
ち
ら
に
関
し
て
は
巻
一
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

小
僧
安
然
略シ

テ

記シ
二
見
聞ヲ
一
以テ

為ス
二
問
答ト
一。
或ハ

勘
二
会シ

誠
文ヲ
一
或ハ

依
二
准シ

理
趣ニ
一、
為ニ
レ
明サ

ム二カ

教
理
之
浅
深ヲ
一
対
二
弁ス

ル
ハ

五
教ヲ
一
蓋シ

善
無
畏ノ

義
釈
之
意
、
為ニ
レ
決サ

ム二カ

行
果
之
疎
密ヲ
一

簡
二
択ス

ル
ハ

四
釈ヲ
一
是
不
思
議
義
疏
之
旨ナ

リ。
若シ

有ラ
ハ三
万
一
契
二
合ス

ル
コ
ト

仏
心ニ
一、
願ハ

ク
ハ

令ム
三
自
他ヲ

シ
テ

不ラ
レ
退セ
二
菩
提ヲ
一。
若
違フ

ト二
教
理ニ
一
覧レ

者
直ニ

刊ス

。
又
於
二
此
中ニ
一
多ク

載セ
ル二
両
部
大
法

秘
密ノ

行
相ヲ
一。
故ニ

非レ
ハ二
入
法
之
人ニ
一
不
レ
得
三
輒ク

入レ
ル二ヲ

其ノ

手ニ
一。
于
二
時ニ

仁
和
元
年
十
一
月
二
十
日
一
抄シ

畢ヌ

焉
（
（1
（

。

　

安
然
に
よ
る
『
菩
提
心
義
抄
』
序
文
で
あ
る
。
こ
の
序
文
に
続
く
形
で
本
書
巻
一
の
構
成
が
論
じ
ら
れ
る
が
、
そ
の
前
に
仁
和
元
年
（
八
八
五
）
十
一
月
二
十
日
に
こ

の
書
物
を
編
纂
し
終
わ
っ
た
と
明
記
さ
れ
る
。
こ
の
仁
和
元
年
の
日
付
だ
が
『
菩
提
心
義
抄
』
の
最
終
巻
に
あ
た
る
巻
五
の
末
尾
、
す
な
わ
ち
「
菩
提
心
義
略
問
答
抄
巻

第
五
」
の
尾
題
が
記
さ
れ
た
後
に
も
「
仁
和
元
年
十
一
月
二
十
一
日ニ

略
抄シ

畢ヌ

」
と
あ
る
（
（1
（

。
こ
れ
ら
記
述
か
ら
『
菩
提
心
義
抄
』
の
成
立
時
期
は
、
八
八
五
年
十
一
月
二

十
日
前
後
、
す
な
わ
ち
安
然
四
十
代
半
ば
の
著
作
と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

安
然
に
お
け
る
六
即
と
即
身
成
仏

一
二
九



　

引
き
続
き
、
序
文
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
小
僧
」
＝
安
然
は
、
自
身
が
学
ん
で
き
た
教
え
を
ま
と
め
「
問
答
」（
＝
『
菩
提
心
義

抄
』）
と
し
た
。
そ
の
中
で
様
々
な
経
典
に
基
づ
き
、
諸
教
理
の
浅
深
を
明
か
す
た
め
に
「
五
教
」
を
弁
別
す
る
、
ま
た
修
行
の
果
の
優
劣
を
競
う
た
め
に
「
四
釈
」
を

選
択
し
た
が
、
何
れ
も
「
善
無
畏ノ

義
釈
」
の
意
で
あ
り
「
不
思
議
義
疏
」
の
主
旨
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
ら
記
述
が
仏
の
心
に
か
な
っ
て
い
る
な
ら
、
自
他
共
に
菩
提
心

か
ら
退
か
な
い
こ
と
を
強
く
願
う
。
こ
の
書
物
に
は
「
両
部
大
法
」
の
秘
説
が
多
数
掲
載
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
門
に
入
っ
て
い
な
い
も
の
は
、
た
や
す
く
読
む
べ

き
で
は
な
い
。
仁
和
元
年
十
一
月
二
十
日
に
本
書
を
編
纂
し
終
わ
っ
た
、
と
主
張
さ
れ
る
。

　

引
用
文
中
の
用
語
に
つ
い
て
も
簡
単
に
解
説
し
て
お
く
と
、
土
倉
氏
も
確
認
す
る
通
り
「
五
教
」
は
、
安
然
独
自
の
教
判
概
念
で
あ
る
蔵
通
別
円
密
の
五
教
で
あ
る
（
（2
（

。

続
く
「
四
釈
」
は
密
教
独
自
の
解
釈
法
、
①
浅
略
釈
、
②
深
秘
釈
、
③
秘
中
深
秘
釈
、
④
秘
秘
中
深
秘
釈
か
ら
な
る
四
重
秘
釈
を
指
す
。
ま
た
「
善
無
畏ノ

義
釈
」
は
『
大

日
経
』
を
漢
訳
し
た
善
無
畏
（
六
三
七
～
七
三
五
）
と
一
行
（
六
八
三
～
七
二
七
）
に
よ
る
同
経
の
注
釈
書
『
大
日
経
義
釈
』
を
指
し
、「
不
思
議
義
疏
」
は
、
新
羅
僧

の
不
可
思
議
（
生
没
年
未
詳
）
が
著
し
た
『
大
日
経
』
巻
七
の
注
釈
書
『
大
毘
盧
遮
那
経
供
養
次
第
法
疏
』
を
意
味
す
る
。
残
る
「
両
部
大
法
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

胎
蔵
と
金
剛
界
、『
大
日
経
』
と
『
金
剛
頂
経
』
を
核
と
す
る
両
部
の
教
え
で
あ
る
。

　

こ
の
序
文
を
見
る
だ
け
で
も
『
菩
提
心
義
抄
』
執
筆
時
の
安
然
の
立
場
・
視
点
は
、
伝
統
的
な
天
台
円
教
の
そ
れ
か
ら
密
教
へ
大
き
く
転
換
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

先
に
検
討
し
た
『
私
記
』
で
は
、
主
に
前
者
の
天
台
の
立
場
か
ら
即
身
成
仏
の
教
理
的
整
合
性
、
ま
た
実
践
可
能
性
が
議
論
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
菩
提
心
義
抄
』

で
は
、
後
者
＝
密
教
の
経
論
の
記
述
ま
た
は
視
点
に
依
拠
し
「
菩
提
心
」
と
い
う
主
題
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
浅
井
氏
は
、
そ
の
内
容
の
全
体
を
次
の
よ
う

に
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。

（
前
略
）
序
お
よ
び
巻
初
の
弁
に
よ
る
と
、
発
菩
提
心
論
の
行
願
・
勝
義
・
三
摩
地
の
三
種
菩
提
心
を
、
菩
提
心
義
に
な
ら
っ
て
釈
名
・
体
性
・
一
異
・
相
状
・
行

願
の
五
門
に
分
け
て
解
説
す
る
構
成
を
と
り
、
胎
蔵
界
・
金
剛
界
の
両
界
の
理
・
教
・
行
・
証
を
蔵
通
別
円
の
四
教
と
相
対
し
つ
つ
解
説
し
て
い
る
。
係
年
は
、
序

（
中
略
）
お
よ
び
巻
五
末
（
即
ち
第
十
巻
）
の
巻
尾
に
よ
れ
ば
「
仁
和
元
年
（
八
八
五
）
十
一
月
」
と
（
後
略
（
（2
（

）。

　

本
書
『
菩
提
心
義
抄
』
で
は
、
龍
樹
撰
と
伝
え
ら
れ
る
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』（
菩
提
心
論
）、
お
よ
び
作
者
不
詳
『
菩
提
心
義
』（
発
菩

安
然
に
お
け
る
六
即
と
即
身
成
仏
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提
心
義
）
の
内
容
・
構
成
に
基
づ
い
て
、
菩
提
心
の
意
義
と
実
践
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
『
菩
提
心
義
抄
』
の
組
織
、
詳
し
い
章
節
の
情
報
に
関
し
て
は
、

末
木
氏
が
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
（
（2
（

。

［
巻
一
］

Ⅰ　

開
門
差
別
―
―
『
菩
提
心
論
』
は
行
願
・
勝
義
・
三
摩
地
の
三
門
に
分
け
、『
菩
提
心
義
』
は
上
記
の
五
門
に
分
け
る
。
そ
の
二
論
の
体
系
の
相
違
を
論
じ
る
。

Ⅱ　

五
門
に
分
け
て
論
ず
る

　

一　

名
義
を
釈
す
る

　
　

1　

通
釈
―
―
総
論
的
に
「
菩
提
心
」
の
名
称
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
　

2　

別
釈
―
―
①
行
願　

②
勝
義　

③
三
摩
地

［
巻
二
］

　

二　

体
性
門
―
―
1　

総
釈　
　

2　

別
釈
（
①
行
願　

②
勝
義　

③
三
摩
地
）

　

三　

一
異
門
―
―
1　

総
釈　
　

2　

別
釈
（
①
行
願　

②
勝
義　

③
三
摩
地
）

　

四　

相
状
門
―
―
1　

行
位
の
相
を
明
ら
む　
　

2　

功
用
の
相
を
弁
ず

　

五　

行
願
門

　
　

1　

因
縁
―
―
菩
提
心
を
起
す
根
拠
。

　
　

2　

発
人
―
―
菩
提
心
を
起
す
主
体
。
こ
の
中
で
草
木
成
仏
が
論
じ
ら
れ
る
。

　
　

3　

発
心
―
―
発
菩
提
心
の
内
容
を
論
じ
る
。

　
　

4　

立
行
―
―
発
菩
提
心
に
立
つ
実
際
の
行
を
論
じ
る
。

　
　
　
　

①
大
日
経
の
立
場

［
巻
三
］　

②
金
剛
頂
経
の
立
場

安
然
に
お
け
る
六
即
と
即
身
成
仏
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ａ　

行
願
門　
　

ｂ　

勝
義
門

［
巻
三
～
五
］　
ｃ　

三
摩
地
門
―
―
こ
こ
で
各
種
の
密
教
の
実
践
が
説
か
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
章
節
の
中
、
巻
一
「
一　

名
義
を
釈
す
る
」
中
の
「
2　

別
釈
」、
さ
ら
に
そ
の
中
の
「
③
三
摩
地
」
に
即
身
成
仏
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
議
論
が
存

在
す
る
。
具
体
的
に
は
『
金
剛
頂
経
』
に
説
か
れ
る
「
五
相
成
身
」
と
呼
ば
れ
る
密
教
瞑
想
法
を
解
釈
す
る
中
で
「
即
身
成
仏
義
」
を
弁
ず
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
主

張
さ
れ
る
。

問フ

、
抑モ

言フ
二
即
身
成
仏ト
一
者
、
為ム
下
即チ

於
二
一
生ニ
一
成
仏ス
上ト、
為ム
二
凡
夫
即
身
成
仏ス

ト一。
答フ

、
両
義
倶ニ

得
。
即チ

於
二
一
生ニ
一
成
仏ス

ル
ハ

如シ
レ
前ノ

。
又
凡
夫
即
身
成
仏ト

者
、
如シ
二
即
身

成
仏
義ニ

云フ
カ一。
六
大
無
礙ニ

シ
テ

常ニ

瑜
伽ナ

リ
体
、
四
種
曼
荼
各
不
レ
離レ
相
、
三
密
加
持シ

テ

速
疾ニ

現ル
用
、
重
重
帝
網ヲ

名ツ
ク二
即
身ト
一
無
礙
、
法
然ニ

具
二
足シ

薩
般
若ヲ
一
法
仏
成
仏
、
心
数
心
王

過キ
タ二リ

刹
塵ニ
一
無
数
、
各
具シ
二
五
智
無
際
智ヲ
一
輪
円
、
円
鏡
力

ノ
故ニ

実
覚
智ナ

リ
所
由
。
此
四
句
明カ
ス二
成
仏ノ
二
字ヲ
一。
（
（2
（

　

引
用
文
に
よ
る
と
、
即
身
成
仏
の
中
に
も
「
一
生
成
仏
」
と
「
凡
夫
即
身
成
仏
」
の
二
義
が
あ
る
。
前
者
＝
「
一
生
成
仏
」
は
、
こ
の
文
に
先
ん
じ
て
議
論
さ
れ
る
五

相
成
身
観
を
実
践
し
『
法
華
経
』
の
「
龍
女
成
仏
」
の
よ
う
に
今
生
で
さ
と
り
を
得
る
こ
と
を
指
す
（
（2
（

。
対
し
て
後
者
＝
「
凡
夫
即
身
成
仏
」
の
内
容
と
し
て
、
安
然
は
空

海
『
即
身
成
仏
義
』
冒
頭
の
二
頌
八
句
、
す
な
わ
ち
「
六
大
無
礙ニ

シ
テ

常ニ

瑜
伽ナ

リ

」
以
下
の
文
を
引
用
す
る
。
末
木
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
「
凡
夫
即
身
成
仏
」
は
、
空
海

の
即
身
成
仏
に
具
わ
る
「
本
来
成
仏
」
の
側
面
を
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
る
（
（2
（

。

　

引
き
続
き
『
菩
提
心
義
抄
』
巻
一
の
同
箇
所
で
は
「
問フ

、
頌ノ

意
云
何
」
と
問
い
、
同
じ
く
『
即
身
成
仏
義
』
の
二
頌
八
句
の
さ
ら
に
詳
し
い
解
釈
を
明
ら
か
に
す
る
（
（2
（

。

大
久
保
氏
も
示
唆
す
る
通
り
、
一
連
の
記
述
に
は
『
私
記
』
に
説
か
れ
る
即
身
成
仏
の
「
教
」
に
深
く
関
わ
る
部
分
が
あ
り
、
本
文
は
、
そ
の
密
教
的
拡
張
を
試
み
た
も

の
と
も
推
測
さ
れ
る
（
（2
（

。
そ
の
点
を
踏
ま
え
て
『
菩
提
心
義
抄
』
で
は
、
同
じ
く
即
身
成
仏
の
「
観
」
の
拡
張
も
試
み
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
次
節
で
『
菩
提
心
義

抄
』
巻
四
の
六
即
に
関
す
る
記
述
に
注
目
し
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
考
察
を
進
め
て
い
く
。

安
然
に
お
け
る
六
即
と
即
身
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2　
『
菩
提
心
義
抄
』
に
お
け
る
六
即
と
即
身
成
仏

　

末
木
氏
が
ま
と
め
た
章
節
の
情
報
に
よ
る
と
『
菩
提
心
義
抄
』
巻
四
で
は
、「
五　

行
願
門
」
中
の
「
三
摩
地
門
」
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
る
。
同
じ
く
巻
四
の
序

文
に
基
づ
き
、
も
う
少
し
詳
し
く
そ
の
内
容
を
解
説
し
て
お
く
と
「
三
摩
地
門
」
の
中
に
も
『
大
日
経
』『
金
剛
頂
経
』
の
二
種
が
あ
り
、
前
者
＝
『
大
日
経
』
の
「
三

摩
地
門
」
の
行
相
は
先
ん
じ
て
巻
三
で
説
き
終
わ
っ
て
い
る
。
続
く
巻
四
で
は
『
金
剛
頂
経
』
の
三
摩
地
の
行
相
が
論
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
『
金
剛
頂
経
』
の
「
三

摩
地
門
」
も
大
日
如
来
の
三
摩
地
の
行
相
の
総
釈
と
別
釈
に
二
分
さ
れ
、
後
者
の
別
釈
は
、
さ
ら
に
（
ⅰ
）
五
部
を
略
説
す
る
、（
ⅱ
）
処
中
の
三
十
七
部
、（
ⅲ
）
三
十

七
部
を
広
く
説
く
の
三
部
に
分
割
さ
れ
る
（
（2
（

。
こ
の
中
で
は
、（
ⅱ
）
に
六
即
成
仏
に
関
す
る
記
述
が
確
認
さ
れ
る
。

　
『
菩
提
心
義
抄
』
巻
四
は
全
九
十
六
の
問
答
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
第
五
十
四
～
六
十
問
答
あ
た
り
が
、（
ⅱ
）
に
つ
い
て
の
記
述
と
い
え
る
。
そ
の
一
連

の
問
答
を
通
じ
て
金
剛
界
曼
荼
羅
を
構
成
す
る
諸
尊
、
す
な
わ
ち
『
金
剛
頂
経
』
に
描
写
さ
れ
る
金
剛
界
三
十
七
尊
の
出
現
、
具
有
、
相
互
の
渉
入
等
を
テ
ー
マ
に
、
議

論
が
行
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
三
十
七
尊
の
出
現
の
具
体
的
な
記
述
が
『
金
剛
頂
経
』
系
の
諸
経
で
異
な
る
こ
と
（
五
十
五
問
答
）、
菩
提
樹
下
で
さ
と
り
を
開
く
大
日
如

来
の
化
身
に
も
三
十
七
尊
の
「
互
相
渉
入
」
が
あ
る
か
ど
う
か
（
五
十
六
問
答
）
等
が
問
わ
れ
る
（
（2
（

。
そ
の
中
、
第
五
十
七
問
答
で
は
、
金
剛
界
三
十
七
尊
と
凡
夫
の
結
び

つ
き
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
問
答
を
行
う
。

問フ

、
唯
仏ノ

果
地ノ

四
身ニ

ノ
ミ

有リ
ヤ二
三
十
七
尊
一、
亦
為ス
三
流
転ノ

凡
夫
乃
至
発
心
以
去ノ

一
一
位ノ

中ニ
モ

亦
有リ

ト二
三
十
七
尊
一
耶
。
答
、
皆
有ル
レ
之
也
。
若シ
二
大
蓮
華
三
昧
経ニ

云フ
カ一。
帰
二
命ス

本
覚
心
法
身ニ
一、
常ニ

住シ
二
妙
法ノ

心
蓮
台ニ
一、
本
来
荘
二
厳ス

三
身ノ

徳ヲ
一、
三
十
七
尊
住シ
二
心
城ニ
一、
遠
二
離シ

因
果ヲ
一
法
然ニ

具ス

、
普
門
塵
數ノ

諸ノ

三
昧
、
無
辺ノ

徳
海ハ

本ヨ
リ

円
満ナ

リ

、
還テ
レ
我ニ

頂
二
礼ス

心ノ

諸
仏ヲ
一
云
云
。
此ニ

具ス
二
二
義ヲ
一。
一
者
本
覚
妙
法ノ

心
蓮
台ト

三
十
七
尊
住ス

ハ二
心
城ニ
一、
是
流
転
凡
夫ノ

心
性ノ

徳ノ

三
十
七
尊ナ

リ。
二
者
発
心シ

帰
二
命ス

ト

心
法
身ニ
一
還テ
レ
我ニ

頂
二
礼ス

ハ

心ノ

諸
仏ヲ
一、
是
発
心
以
去ノ

一
一
位ノ

中ノ

三
十
七
尊ナ

リ。
若シ

依ラ
ハ二
此ノ

義ニ
一、
不
空
所
持ノ

金
剛
頂
瑜
伽
経ニ

有リ
二
四
種
地
一。
一ハ

信
解
行
地
、
謂フ
二
三
十
心ト
一
也
。
二
者
普
賢
地
、
謂フ
二
十

地ト
一
也
。
三ハ

大
普
賢
地
、
謂フ
二
等
覚ト
一
也
。
四ハ

普
照
耀
地
、
謂フ
二
妙
覚ト
一
也
云
云
。
若シ

分
二
析セ

ハ

之ヲ
一、
即チ

四
十
二
地ナ

リ。
是
同シ
二
天
台
円
教ノ

具
位ニ
一
（
中
略
）
此
等ノ

位ノ

中
随テ
レ
分ニ

皆
具ス
二
三
十
七
尊ヲ
一。
（
（3
（

　

本
引
用
文
の
前
に
、
第
五
十
六
問
答
に
お
い
て
「
瑜
祇
経
」「
礼
懺
」「
分
別
聖
位
」「
守
護
経
」「
金
剛
頂
瑜
伽
経
」
と
い
っ
た
経
論
の
記
述
に
基
づ
き
、
密
教
で
い
う

安
然
に
お
け
る
六
即
と
即
身
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四
種
法
身
の
そ
れ
ぞ
れ
に
金
剛
界
三
十
七
尊
が
有
り
、
相
互
に
渉
入
す
る
と
説
示
さ
れ
る
（
（3
（

。
そ
の
主
張
を
踏
ま
え
て
、
続
く
第
五
十
七
問
答
で
は
先
ず
、
仏
の
「
果
地
」

で
あ
る
四
種
法
身
だ
け
で
な
く
「
流
転ノ

凡
夫
」、
そ
の
発
菩
提
心
以
降
の
一
々
の
位
に
も
三
十
七
尊
は
存
在
す
る
か
と
問
う
。
三
崎
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の
問
い

に
対
し
て
は
、
同
じ
く
存
在
す
る
と
「
本
覚
讃
」
を
踏
ま
え
て
解
答
す
る
（
（3
（

。
ま
た
、
発
菩
提
心
以
後
の
階
位
と
し
て
「
不
空
所
持ノ

金
剛
頂
瑜
伽
経
」
に
示
さ
れ
る
と
い

う
「
信
解
行
地
」
以
下
の
「
四
種
地
」、
お
よ
び
「
天
台
円
教ノ

具
位
」
に
言
及
し
、
そ
れ
ら
位
の
す
べ
て
に
分
に
随
っ
て
三
十
七
尊
が
具
わ
る
と
明
言
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
第
五
十
七
問
答
で
、
仏
と
同
じ
く
凡
夫
に
も
金
剛
界
三
十
七
尊
が
具
わ
る
と
結
論
づ
け
た
上
で
、
続
く
第
五
十
八
問
答
で
は
、
そ
の
具
体
的
な
姿
に
つ

い
て
、
①
理
、
②
名
字
、
③
観
行
、
④
相
似
、
⑤
分
真
、
⑥
究
竟
の
六
即
を
踏
ま
え
て
解
説
を
試
み
る
。
問
答
は
、
凡
夫
の
状
態
か
ら
「
極
位
」
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
境

地
に
三
十
七
尊
が
具
わ
る
な
ら
、
三
十
七
尊
は
各
々
の
境
地
に
限
っ
て
渉
入
す
る
か
、
あ
る
い
は
凡
聖
の
三
十
七
尊
が
相
互
に
渉
入
す
る
か
と
い
う
問
い
か
ら
始
ま
る
。

次
の
通
り
で
あ
る
。

問フ

、
若シ

従リ
二
凡
夫
一
乃
至
極
位マ

テ

皆
具ス

ハ二
三
十
七
尊ヲ
一、
為ム
二
一
一ノ

位ニ

三
十
七
尊
互
相ニ

渉
入ス

ル一、ト
ヤ

又
為ム
二
凡
聖ノ

三
十
七
尊
互
相ニ

渉
入ス

ル一。ト
ヤ

答フ

、
亦
皆
渉
入ス

ル。
若シ

一
切
衆
生
一
心ヲ

為レ
ハレ
体ト

、
是
一
心
一
心
識ノ

故ニ

非サ
ル二カ

一
切
一
心
識ニ
一
故ニ

、
一
心ヲ

分カ
チ
テ

為ス
二
一
切
衆
生ト
一。
一
切
衆
生
常ニ

是
一
心ナ

リ、
一
心ニ

総シ
テ

具ス
二
三
十
七
尊ヲ
一。
是ノ

故ニ

衆
生
一
一ニ

所ノ
レ
具ス

ル

三
十
七

尊
亦
常ニ

一
体ナ

リ。
是ノ

流
転ノ

凡
夫ノ

三
十
七
尊
互
相ニ

渉
入ス

ル
ヲ

名ツ
ケ
テ

為ス
二
理
渉ト
一。
理
渉
已ニ

同ナ
リ、
事
渉モ

亦
同ナ

リ一
。
若
聞カ

ハ二
心
中ノ

三
十
七
尊
互
相ニ

渉
入ス

ル一、ヲ

是
名
字ノ

渉
入
也
二
。
若シ

信シ
二
此ノ

理ヲ
一
一
念ニ

観
二
行ス

ル

自
他ノ

互
具ヲ
一
以
去ハ

、
是
観
行ノ

渉
入
也
三
。
若シ

発シ
テ二
似
位ノ

三
業
清
浄
法
界
海
会ノ

三
十
七
尊ヲ
一、
皆
現ス

レ二ハ

身
中ノ

三
十
七
尊ヲ
一、
是
相
似ノ

渉
入
也
四
。
若シ

入リ
二
解
行ニ

一
分
分ニ

随
二
証シ

三
十
七
尊ヲ
一、
上
入リ
二
諸
仏ノ

三
十
七
尊ニ
一
下
入ラ

ハ二
衆
生ノ

三
十
七
尊ニ
一、
是
分
証ノ

渉
入
也
五
。
若シ

入リ
二
妙
覚
究
竟ニ
一
証
二
得ス

レ
ハ

三
十
七
尊ヲ
一、
三
世ノ

修
行
証ニ

有レ
ト二モ

前
後
一

逮ヒ
二
証
悟ニ
一
已レ

ハ

無シ
二
去
来
今
一。
証
二
会シ

同
位ノ

三
十
七
尊ヲ
一、
亦
以テ
二
下
位
乃
至
凡
夫ノ

三
十
七
尊ヲ
一
同シ

ク

為ス
二
所
証ト
一。
是
究
竟ノ

渉
入
也
六
（
（3
（

。

　

前
述
の
質
問
へ
の
答
え
と
し
て
、
先
ず
は
凡
夫
も
仏
も
そ
の
三
十
七
尊
は
す
べ
て
渉
入
し
て
い
る
と
明
言
し
、
次
に
そ
の
根
拠
と
し
て
「
一
心
」
の
議
論
を
展
開
す
る
。

す
な
わ
ち
一
心
は
三
十
七
尊
を
す
べ
て
具
え
、
衆
生
の
本
体
で
も
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
三
十
七
尊
は
遍
く
一
切
衆
生
の
中
に
も
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
衆
生
の

三
十
七
尊
の
渉
入
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
一
心
の
概
念
に
触
れ
て
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。
こ
れ
は
「
一
切
一
心
識
」
で
は
な
く
「
一
心
一
心
識
」
な
の
で
、
一
切
衆
生

は
一
心
が
分
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
衆
生
も
そ
の
三
十
七
尊
も
本
来
一
体
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
三
十
七
尊
の
一
体
・
渉
入
は
「
事
」
の
渉
入
も
包
括
す
る

安
然
に
お
け
る
六
即
と
即
身
成
仏
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「
理
渉
」
と
理
解
さ
れ
る
。

　

引
き
続
き
引
用
文
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
も
説
か
れ
る
。
衆
生
が
具
え
る
三
十
七
尊
の
渉
入
、
つ
ま
り
、
そ
の
「
理
渉
」
を
言
葉
で
聞
く
こ
と
は
「
名
字ノ

渉
入
」
で

あ
り
、
こ
の
理
を
信
じ
て
、
自
他
の
三
十
七
尊
の
互
具
を
観
想
す
る
こ
と
は
「
観
行ノ

渉
入
」
で
あ
る
。
ま
た
「
三
業
清
浄
法
界
海
会ノ

三
十
七
尊
」
を
発
し
て
、
そ
の
身

中
の
三
十
七
尊
を
現
ず
る
こ
と
は
「
相
似ノ

渉
入
」、
そ
し
て
「
解
行
」
以
上
で
段
階
的
に
三
十
七
尊
を
証
し
、
上
は
諸
仏
の
三
十
七
尊
か
ら
下
は
衆
生
の
そ
れ
に
ま
で
入

る
こ
と
は
「
分
証ノ

渉
入
」
で
あ
る
。
最
後
に
究
極
の
妙
覚
に
到
達
し
、
そ
の
三
十
七
尊
を
証
得
し
て
、
そ
れ
よ
り
下
の
位
、
凡
夫
の
三
十
七
尊
も
す
べ
て
さ
と
っ
た
境

地
が
「
究
竟ノ

渉
入
」
で
あ
る
。

　

改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
が
『
金
剛
頂
経
』
の
記
述
と
関
連
し
て
「
即
」
は
「
渉
入
」
に
変
わ
り
、
そ
の
中
の
「
理
」
の
内
容
も
如
来
蔵
で
は
な
く
金
剛
界
三
十

七
尊
だ
が
、
第
五
十
五
問
答
の
記
述
は
、
理
、
名
字
、
観
行
、
相
似
、
分
真
、
究
竟
の
六
即
そ
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
連
の
記
述
は
、
金
剛
界
曼
荼
羅
の
諸
尊
と
の

渉
入
相
応
、
つ
ま
り
「
瑜
伽
」（yoga

）
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
も
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
箇
所
の
六
即
は
、
即
身
成
仏
と
の
関
連
で
語
ら
れ
た
前
述
の
六
即
成

仏
の
変
形
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
は
『
私
記
』
に
お
い
て
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
理
即
の
即
身
成
仏
が
、
金
剛
界
三
十
七
尊
が
そ
の
身
に
具
わ
り
渉
入

す
る
「
理
渉
」
と
し
て
説
き
示
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
第
五
十
八
問
答
の
六
即
成
仏
の
も
う
一
つ
の
注
目
点
と
し
て
「
理
渉
」
＝
「
理
即
」
の
解
釈
に
新
た
な
層
が
増
え
た
こ
と
が
、
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
一
切

衆
生
に
理
と
し
て
金
剛
界
三
十
七
尊
が
具
わ
る
根
拠
と
し
て
、
真
如
と
も
同
一
視
さ
れ
る
「
一
心
」
の
概
念
を
設
定
し
、
さ
ら
に
、
衆
生
と
そ
の
一
心
＝
真
如
の
関
係
を

「
一
心
一
心
識
」
と
い
う
視
点
か
ら
解
説
す
る
。
問
答
中
に
登
場
す
る
「
一
心
一
心
識
」
と
「
一
切
一
心
識
」
は
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
由
来
し
、
同
じ
く
安
然
の
『
教
時

問
答
』
に
説
か
れ
る
四
一
教
判
中
で
多
用
さ
れ
る
心
識
概
念
で
も
あ
る
（
（3
（

。
そ
の
定
義
に
つ
い
て
は
『
菩
提
心
義
抄
』
巻
四
の
末
尾
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

別ト

円ハ

同シ
ク

明カ
ス三
真
如
随
縁
変シ

テ

成ル
ヲ二
諸
法ト
一。
而ニ

別ハ

亦
明カ

ス下
為リ
二
諸
法ト
一
已リ

非ス
二
即チ

真
如ニ
一、
但
諸
法ノ

中ニ

各
有ル
中ヲ

如
性
上。
以テ

ノ二
是
諸
法ハ

各
体ヲ
一
故ニ

名ツ
ケ二
一
切ト
一、
以テ

ノ二
本
一
性ヲ
一
故ニ

名ツ
ク二

一
心ト
一、
是
名ツ

ク二
一
切
一
心
識ト
一
也
。
円ハ

明カ
ス下
成リ
二
諸
法ト
一
已リ

当
体ハ

真
如
、
一
色
一
心
事
理ハ

真
如ナ

ル。上ヲ

以テ
ノ二
末ノ

真
如ヲ
一
故ニ

名ツ
ケ二
一
心ト
一一、
以テ

ノ二
本ノ

真
如ヲ
一
故ニ

名ツ
ク二
一
心ト
一。
是
名ツ

ク二
一
心
一

心
識ト
一
也
（
（3
（

。
安
然
に
お
け
る
六
即
と
即
身
成
仏
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引
用
文
に
よ
る
と
一
切
一
心
識
と
は
、
一
心
か
ら
諸
法
が
生
じ
て
も
そ
れ
は
真
如
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
諸
法
の
内
に
真
如
の
性
が
存
在
す
る
と
い
う
考
え
方
で

あ
る
。
つ
ま
り
諸
法
は
「
各
体
」
だ
か
ら
「
一
切
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
「
本
一
性
」
を
一
心
と
名
付
け
る
か
ら
一
切
一
心
識
と
称
さ
れ
る
。
対
す
る
一
心
一
心
識
は
、
成

立
し
た
「
一
色
」「
一
心
」
の
事
と
理
、
あ
ら
ゆ
る
法
が
そ
の
ま
ま
真
如
と
捉
え
る
立
場
で
、
そ
の
「
本
」「
末
」
の
真
如
を
共
に
一
心
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
一
心
一
心
識

と
名
付
け
ら
れ
る
と
い
う
。

　

新
川
哲
雄
氏
は
、
こ
の
一
切
一
心
識
と
一
心
一
心
識
の
意
味
に
つ
い
て
、
前
述
の
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
教
説
か
ら
安
然
の
心
識
説
が
展
開
す
る
過
程
を
検
討
し
て
、
次

の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
不
二
摩
訶
衍
が
差
別
の
相
を
顕
わ
し
諸
法
の
相
と
し
て
現
じ
て
い
る
時
、
そ
の
有
情
非
情
の
一
切
が
同
一
の
心
識
な
る
が
故
に
一
切
一
心
識
と
す
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
不
二
摩
訶
衍
が
平
等
の
相
と
顕
わ
れ
る
時
、
一
性
相
な
る
法
界
は
同
一
の
心
識
な
る
が
故
に
一
心
一
心
識
と
す
る
の
で
あ
る
（
（3
（

。

　

第
一
に
『
釈
摩
訶
衍
論
』
で
は
真
如
、
仏
の
さ
と
り
の
領
域
を
指
し
て
「
不
二
摩
訶
衍
」
と
呼
ぶ
。
そ
の
「
不
二
摩
訶
衍
」
が
「
差
別
の
相
」
と
し
て
顕
れ
る
と
一
切

一
心
識
に
な
り
、
ま
た
「
平
等
の
相
」
と
し
て
顕
れ
る
と
一
心
一
心
識
と
な
る
。
こ
の
中
、
後
者
＝
一
心
一
心
識
を
根
拠
と
し
て
一
心
＝
真
如
が
平
等
に
そ
の
ま
ま
衆
生

に
な
り
、
そ
れ
故
、
一
心
の
三
十
七
尊
も
す
べ
て
衆
生
に
具
わ
り
、
相
互
に
深
く
渉
入
す
る
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

四　

結　
　

論

　

本
稿
で
は
、
安
然
が
説
示
す
る
即
身
成
仏
の
「
観
」
に
注
目
し
、
初
期
の
『
私
記
』
か
ら
後
期
の
『
菩
提
心
義
抄
』
へ
の
思
想
展
開
を
検
討
し
た
。
具
体
的
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
六
即
と
即
身
成
仏
に
関
す
る
記
述
に
注
目
し
、
次
の
相
違
点
を
指
摘
し
た
。
①
『
私
記
』
で
は
、
理
即
の
即
身
成
仏
は
具
体
的
に
説
か
れ
ず
曖
昧
な
ま
ま
で

あ
っ
た
。
②
そ
れ
が
『
菩
提
心
義
抄
』
に
な
る
と
、
金
剛
界
曼
荼
羅
を
構
成
す
る
諸
尊
と
安
然
独
自
の
心
識
概
念
が
導
入
さ
れ
「
理
渉
」
と
し
て
内
容
の
充
実
が
図
ら
れ

る
。
改
め
て
末
木
氏
の
言
葉
を
踏
ま
え
て
指
摘
し
て
お
く
と
、
こ
こ
に
お
い
て
理
と
し
て
の
即
身
成
仏
が
明
確
に
認
め
ら
れ
、
初
期
の
『
私
記
』
で
は
歯
止
め
を
か
け
ら

れ
て
い
た
本
覚
思
想
的
な
修
行
不
要
論
へ
の
道
も
示
さ
れ
た
と
い
え
る
。

安
然
に
お
け
る
六
即
と
即
身
成
仏
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以
上
が
本
稿
の
結
論
だ
が
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
も
う
少
し
だ
け
付
言
し
て
お
く
と
、
安
然
に
お
け
る
他
の
思
想
の
展
開
と
の
類
似
が
顕
著
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
安

然
が
初
期
の
『
斟
定
草
木
成
仏
私
記
』
で
提
起
し
た
草
木
自
成
仏
説
を
『
菩
提
心
義
抄
』
で
さ
ら
に
展
開
す
る
際
に
鍵
に
な
っ
た
の
も
、
同
じ
く
密
教
の
曼
荼
羅
と
真
言
、

そ
し
て
真
如
と
深
く
結
び
つ
い
た
心
識
の
概
念
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
概
念
に
基
づ
い
て
、
発
菩
提
心
が
有
情
と
非
情
に
遍
満
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
草
木
が
自
ら
発
心
・

修
行
・
成
仏
す
る
根
拠
と
定
め
る
。
そ
の
構
成
要
素
だ
け
で
な
く
、
論
理
の
構
造
も
『
菩
提
心
義
抄
』
巻
四
の
「
理
渉
」
と
よ
く
似
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ

の
構
造
は
『
教
時
問
答
』
の
四
一
教
判
、
そ
の
「
一
仏
義
」
に
も
見
出
さ
れ
る
。

　

初
期
の
『
私
記
』『
斟
定
草
木
成
仏
私
記
』
と
い
っ
た
著
作
に
比
べ
て
、
後
期
の
『
菩
提
心
義
抄
』『
教
時
問
答
』
に
密
教
の
影
響
が
色
濃
い
こ
と
は
、
多
数
の
研
究
で

指
摘
さ
れ
周
知
の
事
実
と
も
い
え
る
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
そ
の
密
教
の
要
素
の
布
置
・
理
路
に
も
、
あ
る
種
の
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今

後
の
重
要
な
研
究
課
題
と
し
て
、
そ
の
モ
デ
ル
を
整
理
し
て
提
示
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
安
然
の
思
想
の
転
換
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
起
こ
っ
た
か
、
そ
の

タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
に
関
し
て
も
、
改
め
て
慎
重
に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

略
号

『
大
正
』　　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

『
仏
全
』　　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』（
新
版
、
財
団
法
人
鈴
木
学
術
財
団
編
、
一
九
七

三
年
）

参
考
文
献

浅
井
円
道
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
三
年
）

池
田
魯
山
『『
摩
訶
止
観
』
を
読
む
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
七
年
）

池
山
一
切
円
「
安
然
の
即
身
成
仏
義
私
記
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二

五
（
二
）、
一
九
七
七
年
）

上
杉
文
秀
『
日
本
天
台
史
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
二
年
）

叡
山
学
会
編
『
安
然
和
尚
の
研
究
』（
同
朋
舎
、
一
九
七
九
年
）

大
久
保
良
峻
『
最
澄
の
思
想
と
天
台
密
教
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
年
）

―
―
―
『
台
密
教
学
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
四
年
）

―
―
―
『
天
台
教
学
と
本
覚
思
想
』（
法
蔵
館
、
一
九
九
八
年
）

大
山
公
淳
「
五
大
院
安
然
和
尚
に
つ
い
て
」（『
中
野
教
授
古
稀
記
念
論
文
集
』
所
収
、

中
野
教
授
古
稀
記
念
会
、
一
九
六
〇
年
）

―
―
―
「
五
大
院
安
然
和
尚
の
思
想
と
そ
の
門
下
」（『
密
教
文
化
』
五
一
、
一
九
六

〇
年
）

勝
又
俊
教
『
密
教
の
日
本
的
展
開
』（
春
秋
社
、
一
九
七
〇
年
）

兼
子
鉄
秀
「
安
然
和
尚
の
法
華
龍
女
成
仏
義
」（『
叡
山
学
院
研
究
紀
要
』
一
〇
、
一

九
八
七
年
）

―
―
―
「
安
然
和
尚
の
円
密
義
に
つ
い
て
：
菩
提
心
義
抄
を
中
心
と
し
て
」（『
叡
山

学
院
研
究
紀
要
』
八
、
一
九
八
五
年
）

木
内
堯
央
『
日
本
に
お
け
る
天
台
宗
の
展
開
』（
木
内
堯
央
論
文
集
二
、
宗
教
工
芸

社
、
二
〇
一
二
年
）
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然
に
お
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―
―
―
『
日
本
に
お
け
る
天
台
宗
の
形
成
』（
木
内
堯
央
論
文
集
一
、
宗
教
工
芸
社
、

二
〇
一
二
年
）

―
―
―
「
五
大
院
安
然
尊
者
の
修
道
論
」（『
仏
教
の
実
践
原
理
』
所
収
、
山
喜
房
仏

書
林
、
一
九
七
七
年
）

清
水
谷
恭
順
『
天
台
密
教
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』（
文
一
出
版
、
一
九
七
二
年
）

新
川
哲
雄
『
安
然
の
非
情
成
仏
義
研
究
』（
学
習
院
大
学
、
一
九
九
二
年
）

末
木
文
美
士
『
平
安
初
期
仏
教
思
想
の
研
究
：
安
然
の
思
想
形
成
を
中
心
と
し
て
』

（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
、
春
秋
社
、
二
〇
一
六
年
）

―
―
―
『
草
木
成
仏
の
思
想
：
安
然
と
日
本
人
の
自
然
観
』（
サ
ン
ガ
、
二
〇
一
五

年
）

土
倉
宏
「
安
然
撰
『
普
通
広
釈
』
に
お
け
る
円
戒
即
身
成
仏
思
想
」（『
印
度
学
仏
教

学
研
究
』
六
二
（
一
）、
二
〇
一
三
年
）

―
―
―
「
安
然
撰
『
菩
提
心
義
抄
』
の
五
教
思
想
に
関
す
る
一
考
察
：
与
奪
の
二
論

を
中
心
に
」（『
東
洋
学
研
究
』
四
〇
、
二
〇
〇
三
年
）

福
田
堯
穎
『
天
台
学
概
論
』（
福
田
老
師
遺
徳
顕
彰
会
、
一
九
五
九
年
）

三
崎
良
周
「
五
大
院
安
然
に
お
け
る
三
摩
地
の
思
想
」（『
勝
呂
信
静
博
士
古
稀
記
念

論
文
集
』
所
収
、
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
六
年
）

―
―
―
『
台
密
の
理
論
と
實
踐
』（
創
文
社
、
一
九
九
四
年
）

―
―
―
『
台
密
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
年
）

水
上
文
義
『
日
本
天
台
教
学
論
：
台
密
・
神
祇
・
古
活
字
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
七

年
）

―
―
―
『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
八
年
）

宮
崎
京
子
「
日
本
天
台
に
お
け
る
即
身
成
仏
の
研
究
：
五
大
院
安
然
を
中
心
と
し

て
」（『
龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
八
、
一
九
八
七
年
）

註（
1
）	

池
山
［
一
九
七
七
］、
五
七
七
ペ
ー
ジ
上
。

（
2
）	

池
山
［
一
九
七
七
］、
五
七
八
ペ
ー
ジ
下
。

（
3
）	

『
普
通
授
菩
薩
戒
広
釈
』
の
原
文
は
『
大
正
』
七
四
、
七
六
四
ペ
ー
ジ
中
参

照
。
そ
の
解
釈
と
意
義
に
関
し
て
は
、
宮
崎
［
一
九
八
七
］、
一
二
五
ペ
ー
ジ

上
、
土
倉
［
二
〇
一
三
］、
九
八
ペ
ー
ジ
下
参
照
。

（
4
）	

末
木
［
二
〇
一
六
］、
三
〇
四
ペ
ー
ジ
。

（
5
）	

宮
崎
［
一
九
八
七
］、
一
二
五
ペ
ー
ジ
下
。

（
6
）	

『
仏
全
』
四
一
、
八
三
ペ
ー
ジ
中
～
八
四
ペ
ー
ジ
上
。
貞
観
五
年
六
月
に
行

わ
れ
た
法
華
会
で
は
、
即
身
成
仏
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
教
理
論
争
が
起
こ
っ
た
。

『
私
記
』
末
尾
の
記
事
に
は
、
そ
の
詳
し
い
様
子
が
記
さ
れ
る
。

（
7
）	

こ
の
指
摘
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
浅
井
［
一
九
七
三
］、
六
三
七
～
六
三
八

ペ
ー
ジ
参
照
。

（
8
）	

『
仏
全
』
四
一
、
八
四
ペ
ー
ジ
上
。

（
9
）	

浅
井
［
一
九
七
三
］、
六
三
八
ペ
ー
ジ
、
池
山
［
一
九
七
七
］、
五
七
五
ペ
ー

ジ
上
～
下
。

（
10
）	

『
仏
全
』
四
一
、
六
八
ペ
ー
ジ
上
。

（
11
）	

前
述
の
通
り
『
私
記
』
の
梗
概
に
関
し
て
は
、
池
山
［
一
九
七
七
］、
五
七

七
ペ
ー
ジ
上
～
五
七
八
ペ
ー
ジ
下
、
末
木
［
二
〇
一
六
］、
二
九
二
ペ
ー
ジ
参

照
。

（
12
）	

『
仏
全
』
四
一
、
七
五
ペ
ー
ジ
上
～
中
。
第
四
十
六
・
七
問
答
の
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、
末
木
［
二
〇
一
六
］、
五
九
〇
～
五
九
一
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
13
）	
『
仏
全
』
四
一
、
七
五
ペ
ー
ジ
中
。

（
14
）	
こ
こ
で
の
六
即
の
理
解
は
、
智
顗
『
摩
訶
止
観
』（『
大
正
』
四
六
、
一
〇

ペ
ー
ジ
中
）
の
記
述
に
基
づ
く
。
そ
の
現
代
語
訳
は
、
池
田
［
二
〇
一
七
］、

六
一
～
六
九
ペ
ー
ジ
参
照
。
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（
15
）	

末
木
［
二
〇
一
六
］、
三
〇
三
ペ
ー
ジ
。

（
16
）	
『
仏
全
』
四
一
、
七
五
ペ
ー
ジ
中
～
下
。

（
17
）	
末
木
［
二
〇
一
六
］、
三
〇
四
ペ
ー
ジ
。

（
18
）	

『
大
正
』
七
五
、
四
五
一
ペ
ー
ジ
上
。

（
19
）	

『
大
正
』
七
五
、
五
五
六
ペ
ー
ジ
下
。

（
20
）	

土
倉
［
二
〇
〇
三
］、
一
〇
三
ペ
ー
ジ
下
。

（
21
）	

浅
井
［
一
九
七
三
］、
六
三
四
ペ
ー
ジ
。

（
22
）	

末
木
［
二
〇
一
六
］、
三
三
二
～
三
三
三
ペ
ー
ジ
。

（
23
）	

『
大
正
』
七
五
、
四
七
二
ペ
ー
ジ
上
～
中
。

（
24
）	

引
用
文
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
末
木
［
二
〇
一
六
］、
三
三
四
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
25
）	

末
木
［
二
〇
一
六
］、
三
三
四
ペ
ー
ジ
。

（
26
）	

『
大
正
』
七
五
、
四
七
二
ペ
ー
ジ
中
。

（
27
）	

例
え
ば
「
天
台ノ

有カ

云ハ
ク

」
と
述
べ
て
、即
身
成
仏
が
「
心
」
の
作
仏
か
「
身
」

の
作
仏
か
、
後
者
だ
と
し
て
成
道
の
際
の
肉
身
の
「
捨
」
を
ど
う
捉
え
る
か
等
、

貞
観
五
年
の
法
華
会
で
議
論
さ
れ
た
問
題
に
言
及
す
る
。
詳
し
く
は
『
大
正
』

七
五
、
四
七
二
ペ
ー
ジ
中
参
照
。
ま
た
、
こ
の
箇
所
の
解
釈
は
、
大
久
保
［
二

〇
〇
四
］、
三
〇
五
～
三
〇
六
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
28
）	

『
菩
提
心
義
抄
』
巻
四
の
構
成
に
関
し
て
は
、『
大
正
』
七
五
、
五
一
三
ペ
ー

ジ
上
参
照
。

（
29
）	

『
大
正
』
七
五
、
五
二
四
ペ
ー
ジ
下
。

（
30
）	

『
大
正
』
七
五
、
五
二
四
ペ
ー
ジ
下
～
五
二
五
ペ
ー
ジ
上
。

（
31
）	

『
大
正
』
七
五
、
五
二
四
ペ
ー
ジ
下
。

（
32
）	

三
崎
［
一
九
九
四
］、
五
七
～
五
八
ペ
ー
ジ
。

（
33
）	

『
大
正
』
七
五
、
五
二
五
ペ
ー
ジ
上
～
中
。

（
34
）	

『
教
時
問
答
』
の
四
一
教
判
で
用
い
ら
れ
る
心
識
概
念
の
理
解
は
、
末
木

［
二
〇
一
六
］、
四
三
七
～
四
四
一
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
35
）	

『
大
正
』
七
五
、
五
三
六
ペ
ー
ジ
下
。

（
36
）	

新
川
［
一
九
九
二
］、
二
二
七
ペ
ー
ジ
。

安
然
に
お
け
る
六
即
と
即
身
成
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